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CEFACLOR (CCL)の 臨床的研究

河 野 通 律 ・美 田 誠 二 ・小 花 光 夫

入 交 照一郎 ・東 冬 彦 ・藤 森一 平

川崎市立川崎病院内科

Cefaclor(CCL)を 以下の感染症 に投与 し,下 記の結果を得 た。

急性気管支炎10例 中9例,慢 性気管支炎2例 中2例,急 性腎盂 腎炎19例 中16例 に 有効。

慢性膀胱炎,胆 のう炎,全 身性 膿瘍各1例 には無効 であった。計34例 中27例 有効で,有 効率

79.4%で あった。

起炎菌別効果は,E.coli 11例 中8例,K.pneumoniae 3例 中2例,Micrococcus 3例 中3例,

H.influenzae 2例 中2例,P.mirrzbilis, D.pneumaniae各1例 に有効で あった。

副作用 として は,消 化器症状,発 疹 などは認あなかったが,臨 床検査値 の本剤投与前 後の変動を見

ると2例 に本剤 によるもの と思 われ る肝機能検査異常を認めた。 その他末梢血液像および腎機能検

査値の異常は認 め られなか った。

Cefaclor 〔3-chloro-7-D-(2-phenylglycinamido)-3-cephem

-4-carboxylic acid〕 は
,米 国Eli Lilly社 で 開 発 され た 経 口 用

Cephalosporin剤(以 下CCL)で あ る。 構造 式 はFig.1の こ

Fig. 1

とくで,3位 にメチル基を介さず直接クロール原子を結合させ

えた最初のCephalosporin剤 である。

CCLはCEX感 受性菌に対 し,試 験管内で2～8倍 優れた

抗菌力を示し,H.influenzae, P.mirabilisま で抗菌スペク

トラムがおよぶとされている。1～3)

今回我々は各種感染症に対 し,CCLを 投与 し,そ の臨床効果

および副作用の検討を行なったので報告する。

I. 対象な らびに方法

対象 は川崎市立川崎病 院内科 に入院あ るいは通 院 した

患者34例 であ る。性別 は男性8例,女 性26例 であ

る。疾患別では,急 性気管支炎10例,慢 性 気管支炎増

悪例2例,急 性 腎盂腎炎19例,慢 性膀胱炎,胆 のう

炎,全 身性膿瘍各1例 である。

投与方法は経 口投 与で,CCLを1日 投 与星750mg

～1 ,500mg,7～14日 にわた り投 与 した。

総投与量は5.25g～21.0gに お よんでいる。

起炎菌については,尿 路感染症では原則 として1ml

中105個 以上検出 された もの,気 道感染症 では,純 培

養 もしくはほとん ど純培養で検 出で きた ものを起炎菌 と

した。他の感染症で は病原性を有すると思われる菌株を

多数認めた ものを検 出菌 とした。

効果判 定は,5～10日 目に判定を行ない,自 他覚症状

の消失および検 出菌の消失を もって有効 と判定した。菌

検 出の出来なかったものは,自 他覚症状の改善と赤沈値

の改善,尿 所見 の改善,白 血球増多症の改善等各種検査

成績の改善をあわせて有効の判定基準とした。

その他の ものは全て無効 とした。

II. 成 績

CCLの 臨床成 績はTable 1に 示すごとくである。急

性気管支炎10例(Case No.1～10)で は有効9例,

無効1例,慢 性気管支炎2例(Case No.11～12)で

は2例 とも有効,急 性腎盂 腎炎19例(Case Na.13～

31)で は,有 効16例,無 効3例,慢 性膀胱炎(Case

No.32),胆 の う炎(Case No.33),全 身性膿瘍(Case

No.34)各1例 は無効であった。有効例は34例 中幻

例,79.4%の 有 効 率 で あった。 以上を まとめると

Table2の ごと くで ある。

起炎菌別効果はTable3の ごと くで,H.influenzae

による もの2例 とも有効,E.coliに よるもの11例 中

8例 有効,3例 無効,K.pneumoniaeに よるもの3例

中2例 有効,1例 無効,Micrococcusに よるもの3例

とも有効,P.mirabilis, D.pneumoniaeに よるもの各1

例 ともに有効 であった。

1例 において(Case No.31)菌 交代症を認めた。

III. 副 作 用

CCL投 与前後で末梢血液像,肝 機能検査および腎機
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Table 1 Clinical result of CCL
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Table 2 Clinical effect of CCL

Table 3 Bacteriological effect of CCL

能検査の変 動を検討 した。

末梢血液像 は赤血球数,白 血球数,ヘ モグ ロビン値 を

検討 したが,CCL投 与のため と思われ る異常を 認 めな

か った(Table4)。

腎機能検査 では血清 クレアチニ ン,BUNの 変動をみ

たが,正 常範 囲内の変動であ った(Table5)。

肝機能検査 ではGOT,GPT,A1-Pの 変動をみた

(Table6)。

投与後GOT,GPT,Alcpに 異常値 を認 めたものは,

No.3,No.8,No.22,No.25の4例 である。No.3

はGOTの み,投 与後軽度 上昇 を認 あた。 しか し2日

後の再検査 では異常を認めていない。No.8は 投 与前 よ

りGOT,GPT,Al-Pの 上昇が あり,投 与後増悪傾向を

示 していない。No.22は 投与前よ りGOT,GPTの 上

昇 を認 めて いるが,投 与後さ らに上昇 し,増 悪に対 する

CCLの 関与が考 え られた。No.25は 投与後GOT,GPT

とも異常値を示 し,本 剤によるもの と考え られた。

VI.考 察

CCLは 米国Eli Lilly社 で開発 された新 しい経口用

Cephalosporin剤 で,CEXよ り優れた抗菌力を示し
,

H.influenzae, P.mirabilisま で抗菌スペクトラムがお

よぶ とされてい る1～3)。

われわれは本剤を各種感染症に使用 し,前 記のごとき

臨床効果を認めた。気道感染症および尿路感染症 で80

%以 上 の高 い有効率を示 し,全 体でも79.4%の 有効

率を示 した。

有効例27例 の1日 投与量の内訳は750mg22例,

1,000mg2例,1,500mg3例 であ り,本 剤は1日750

mg内 服で臨床効果が期待できると思われる。

起炎菌別効果では,E.coli1例 中8例,K.pneu-

moniae3例 中2例 が有効であ り,ま たH.influenzae

の2例,P.mirabilisの1例 がいずれも有効であう

た。例数は少 ないが,本 剤のCEXに 比 しての抗菌力の

強化 と抗菌スペ ク トラムの広 さが,今 回の優れた臨床効

果 に反映 された ものと思われ る。

副作用 としては,末 梢血液像,腎 機能検査では特に異

常を認めなか ったが,肝 機能検査では12例 に本剤によ

るもの と思われる異 常を認 めた。 しか し,消 化器症机

発熱,発 疹などの副 作用 はまった く認めなかった。

以上の結果か ら,本 剤 は1日750mgの 経口投与に

よ り充分な臨床効果をあげ うると思われる。またCEX

に比 しより 広い抗菌スペク トラムを 有していることか

ら,今 後の新 しい経 口Cephalosporin剤 として注目す

べ きもの と考え られる。
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Table 4 Hematological findings before and after CCL administration
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Table 5 Kidney function tests before and after CCL administration
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Table 6 Liver function tests before and after CCL administration
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CLINICAL STUDIES ON CEFACLOR
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Clinical investigations were performed on cefaclor and the results obtained were as follows;

Cefaclor was found to be effective in 9 out of 10 cases of acute bronchitis, 2 cases of chronic bronchi-

tis, 16 out of 19 cases of acute pyelonephritis, while it was ineffective for each 1 case of chronic cystitis,

cholecystitis and skin abscess.

When these results were inspected by causative organisms isolated, cefaclor was active against 8 of 11

strains of E. coli, 2 of strains of K pneumoniae, 3 strains of Micrococcus, 2 strains of H. influenzae and each

1 strain of P. mirabilis and D. pneumoniae.

Laboratory findings revealed abnormalities of liver functions in 2 cases.


